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２） 国民生活基礎調査（厚生労働省）によると、子の配偶者による介護は 2001 年の 22.5%から 2019 年は 7.5%に大
きく減少している。一方、配偶者は 25.9%から 23.8%に、子は 19.9%から 20.7%とほぼ横ばいである。
３） 総務省統計局 (e-stat)雇用動向調査によると、介護・看護による離職者は、38,000人（2000年）から98,400人（2018年）
に増加している。
